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１ 　 医療機関の上手なかかり 方・ 緊急受診の目安

⑴ 「 かかり つけ医」 を 持ちまし ょ う

「 かかり つけ医」 と は、 家族の身近にいて子ども のこ と について相談を 受けたり、 予防接種を

し たり する 医師のこ と です。 子ども が病気にかかっ た時は適切な治療を 行い、 必要であれば専

門の病院を 紹介し ます。

⑵ でき るだけ診療時間内に受診し まし ょ う

昼間子ど も の調子がおかし いと 思っ たら 、 早めにかかり つけ医を 受診し まし ょ う 。 救急医療

機関の医師は、 すぐ 入院し て治療する 必要がある か、 翌日ま で様子を 見ていいかなどを 判断し

ま す。 翌日ま で様子を 見ても よ いと 判断さ れた場合は、 応急処置を 受け、 改めてかかり つけ医

を 受診し まし ょ う 。

夜間受診する かどう か迷う 場合は、 長野県小児救急電話相談（ ＃8000 または 026-235-1818

午後 7 時～翌午前 8 時） を 利用する こ と も でき ます。

⑶ 診察を 受ける時に持参するも のを チェ ッ ク し まし ょ う

□ 保険証 □ マイ ナン バーカ ード （ または資格確認書）

□ 診察券 □ 受給者証 □ 母子健康手帳 □ お薬手帳

□ 着替え □ タ オル □ 紙おむつ □ ビニール袋

□ 検査データ （ あれば） □ 子ども の状態がわかるも の（ 体温、症状等のメ モ）

⑷ 緊急受診の目安

次のよ う な状態は重症です。 休日・ 夜間でも すぐ に医療機関を 受診し てく ださ い。

状況によ り 救急車を 呼んでく ださ い。（ p15「 救急車の呼び方」 参照）

□ ぐ っ たり し て動かない □ 呼びかけに反応せず意識がない

□ けいれんが続いている  □ 息苦し そう にし ている

□ 大き なやけどを 負っ た □ 大き なケガを し た

□ 普段と 様子が違い大変不安に思える

⑸ 長野市の小児救急受診の流れ

子ども が高熱を 出し たり 、 吐いたり 、 ひき つけを 起こ すと 慌ててし まい冷静に対応する

のは難し いも のです。 普段から 子ども が急病になっ た時のこ と を 想定し 、 どんな時に救急

外来を受診すればよいかを 考えておく こ と が大切です。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時

かかり つけ医

当  番  医
二次救急病院

【 入院が必要な時】

三次救急病院
【 必要に応じ て】

長野市夜間急病センタ ー

長野市民病院・ 篠ノ 井総合病院・

長野松代総合病院

3 6 5 日（ 午後 7 時～翌午前 6 時）

平　 日

日曜・ 祝日

夜　 間
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２ 　 子ども の観察、 病気・ 事故の一般的な注意

⑴ 子育てを 楽し みまし ょ う

子育ては楽し いこ と がたく さ んあり ます。 子ど も と の時間を 楽し んでく ださ い。 し かし 、 時

には病気になっ たり 、 言う こ と を 聞いてく れなかっ たり 困る こ と も あり ます。 そんな時は、 両

親や友人など身近にいる 支援者に相談し ま し ょ う 。 近く に相談でき る 者がいない場合は保健セ

ン タ ー等の保健師に相談し てく ださ い。

⑵ 子ども の「 いつも の状態」 を 知っ ておき まし ょ う

子ども の様子を 日頃から よ く 観察し ている と 、 いざ 子ども が病気になっ た時に、 重い病気を

見落と すこ と が少なく なり ま す。 保護者の「 子ども がなんと なく 変だ」 と いう 感覚はと ても 大

切です。

⑶ 子ども の「 心配し なく ても よい様子」 を 知っ ておき まし ょ う

一方、子ども の「 心配し なく ても よい様子」も 知っ ておく と よ いでし ょ う 。いつも と 変わり ない、

周り のこ と に興味を 示す、 機嫌がよ い、 顔色がよ い、 食欲がある 、 よ く 眠る 、 排便・ 排尿が普

段と 変わり ないなどは子ども が重い病気ではないこ と を 示し ている こ と が多い状態です。

　
⑷ 子ども がかかり やすい病気と 流行

子ど も はいろ いろ な感染症によ く かかり ま す。 毎年冬には、 イ ン フ ルエ ン ザが流行し ま す。

春先には嘔吐・ 下痢を 起こ すロ タ ウイ ルス感染症、 夏にはヘルパン ギーナや手足口病などの夏

かぜ、 秋から 冬にかけては RS ウイ ルス感染症、 ノ ロ ウイ ルス感染症などが流行し ま す。 周り

でどんな感染症が流行し ている か長野市感染症情報（ 長野市ホームページに掲載） などで注意

し ておく と よ いでし ょ う 。

⑸ 予防接種（ ワク チン） を 受けまし ょ う

予防接種で防ぐ こ と ができ る 病気がたく さ んあり ます。 生後 2 か月から 小児肺炎球菌ワク チ

ン 、 ヒ ブワク チン などを 受けま し ょ う 。 ワク チン のスケジュ ールは複雑なので、 かかり つけ医

や保健セン タ ー等の保健師に相談し てく ださ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
⑹ 細菌と ウイ ルス

一般的な感染症には、 大き く 分けて細菌感染症と ウイ ルス感染症があり ま す。 子ども がかか

る のは、 多く がウイ ルス感染症です。 イ ン フ ルエン ザウイ ルスなど 一部のウイ ルスは、 抗ウイ

ルス薬で治療し ますが、 多く のウイ ルス感染の場合は、 自然に治癒する のを 待つ病気です。 抗

菌薬（ 抗生物質） は、 細菌感染（ マイ コ プラ ズマ、 溶連菌等） を 疑っ た場合に使用し ます。

⑺ 子ども の主な病気

感染症のほかには、アト ピ ー性皮膚炎、食物アレ ルギー、気管支喘息や花粉症などのアレ ルギー

疾患、 熱性けいれんやてんかんなどの神経疾患、 腎炎やネフ ロ ーゼ症候群などの腎疾患、 低身

長や糖尿病など の内分泌疾患など多く の病気、 病態があり ます。 いずれも 、 早期に診断し 治療

する こ と が重要で、 まずは、 かかり つけ医に相談し てく ださ い。

⑻ 子ども の成長にあわせて起こ り やすい事故への対処

子ども の死因の多く は「 不慮の事故」 です。 年齢に特徴的な事故があり ますので注意が必要

です。

子ども が病気になっ たり 、 ケガを し た時に、 も っ と も 頼り になるのが普段から 子ども を

育てている保護者です。 子ども について知っ ていると 役に立つこ と を 解説し ます。
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（ 令和５ 年　 人口動態調査「 政府統計の総合窓口（ e-S ta t）」）

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

０ 歳
先天奇形、 変形

及び染色体異常

周産期に特異的

な呼吸障害等
★不慮の事故

胎児及び新生児

の出血性障害等

乳幼児突然死症

候群

１ －４ 歳
先天奇形、 変形

及び染色体異常

悪性新生物〈 腫

瘍〉
★不慮の事故 心疾患

新型コ ロナウイ

ルス感染症

５ －９ 歳
悪性新生物〈 腫

瘍〉
★不慮の事故

先天奇形、 変形

及び染色体異常
イ ン フ ルエン ザ

その他の新生物〈 腫瘍〉

心疾患

※新型コ ロナウイ ルス感染症（ COVID － 1 9 ） は、 令和５ 年５ 月８ 日から 「 ５ 類感染症」 へ移行し まし た。

1 0 か月誕　 生 4 か月 7 か月 1 歳6 か月1 　 歳

子ども の

運動機能

の 発 達

足を バタ バタ

口に物を 入れる

寝返り

座る

はう

つかまり 立ち

一人歩き

スイ ッ チ、 ダイ ヤルを いじ る

走る

登る

転落・ 転倒

だっ こ 中に子ども を落と す

ベッ ド 、 ソ フ ァ ーから 転落

歩行器から 転落

階段から 転落

イ ス、 窓、 バルコ ニーから 転落

打　 　 撲 床や壁 テーブルの角

熱　 　 傷

熱いミ ルク

ポッ ト 、 アイ ロン

スト ーブ

炊飯器、 タ バコ

窒　 　 息
枕、 軟ら かいふと ん

ひも 、 よだれかけ

ナッ ツ類

ビニール袋

交通事故
チャ イ ルド シート なし での事故

親子で自転車二人乗り

道路での歩行中の事故

飛び出し

玩　 　 具 小さ なおも ちゃ の誤飲

溺　 　 水
入浴時の事故

浴槽に転落

はさ む事故
家のド ア

引き 出し

誤　 　 飲
たばこ

ボタ ンなどの小物

化粧品、 薬品、 洗剤

子
ど
も
の
死
因
順
位

子
ど
も
の
死
因
順
位

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
発
達
と
事
故

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
発
達
と
事
故
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2 　 歳 3 　 歳 5 　 歳

階段を 登る

高いと こ ろ に登る

ブラ ンコ から 転落

屋外の石など

マッ チ、 ラ イ タ ー

湯わかし 器

花火

三輪車

自転車

すべり 台、 ブラ ンコ 、 花火

プール、 川、 海の事故

車のド ア

○車に乗せる時は、 チャ イ ルド シート を必ず使用し まし ょ う 。

○乳児期のう つぶせ寝はやめまし ょ う 。

○ポッ ト 、 炊飯器、 ラ イ タ ー、 アイ ロン、 熱い飲み物等は
　 子ども の手の届かないと こ ろ に置き まし ょ う 。

○台所の入口や暖房器具にはガード 柵を設置し まし ょ う 。

○ベビーベッ ド の柵はいつも 上げておき まし ょ う 。

○ソ フ ァ ーなどの高いと こ ろには寝かせないよう にし まし ょ う 。

○階段の上下にガード 柵を設置し まし ょ う 。

○ベラ ンダや窓際に、 踏み台になるよう な物を置かないよう にし まし ょ う 。

○タ バコ 、 薬品、 洗剤、 電池、 ボタ ン、 はさ みなどは、 子ども の手の届かないと
　 こ ろ に保管し まし ょ う 。

○浴槽の水は、 使い終わっ たら すべて抜きまし ょ う 。

○扉、 引き 出し 等が開かないよう な対策をし まし ょ う 。

○自転車に乗せる時は、 必ずヘルメ ッ ト を着用し まし ょ う 。

○水遊びの際は、 子ども から 目を離さ ないよう にし まし ょ う 。

○はし 、 歯ブラ シ、 わたあめなどをく わえて歩く こ と のないよう にし まし ょ う 。

○ビーズなど小さ なおも ちゃで遊んでいる時は注意し まし ょ う 。

○あめ、 ナッ ツ類、 も ちなどは、 子ども の手の届かないと こ ろに保管し まし ょ う 。

◆◆ こ んなこ と になら ないよう に… ◆◆

＊ちょ っ と 目を 離し たと き に… ＊出かけよう と 慌てていたら …

＊動けないと 思っ ていたのに… ＊いつも 気をつけてはいたんですが…

＊静かにし ていると 思っ たら … ＊アッ と 思っ たと き には…
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急いで受診 の 目目 安

□ 生後 3 か月未満の乳児が熱（ 38℃以上） を 出し た

□ 熱でおかし な動作を する　 う なさ れて目が合わない

□ 解熱剤を 使っ て、 一時熱は下がっ たが、 元気がなく ぐ っ たり し ている

□ 水分が取れない　 おし っ こ の回数が少ない

□ けいれんを 起こ し た【  「 けいれん（ ひき つけ） を 起こ し たら 」 を 参照】

□ 嘔吐が続いている 【  「 吐いたら 」 を 参照】

熱が出たら

解 説

◦ 生後３ か月になる 前の子ども が高熱を 出し た時は、 重い感染症である 可能性があり ます。

◦ 熱だけではなく 他の症状にも 気を 付けまし ょ う 。 意識がはっ き り し ない、 水分が充分取れず

おし っ こ が出ない、 嘔吐が続く 、 顔色が悪い、 元気がなく ぐ っ たり し ている 、 ある いはけい

れんを 起こ し た場合などは重症の可能性があり ます。

◦ 一般に、 感染症によ る 発熱だけで脳障害を 起こ すこ と はあり ません。 し かし 、 体外から の熱

を 吸収し て起こ っ た高熱（ 夏季の熱中症など ） では、 脳障害を 起こ すこ と があり 、 すぐ に体

を 冷やすこ と が必要です。

◦ 生後 6 か月以上の子ども であれば、 熱が 38 .5 ℃以上で元気がない場合や眠れない時などに解

熱剤を 使用し ても よ いでし ょ う 。 し かし 、 熱を 出すこ と でウイ ルスや細菌を 攻撃し ている と も

考えら れますので、 元気がある 場合やよ く 寝ている 時は、 解熱剤を 使う 必要はあり ません。 解

熱剤を 使う 間隔は 6 ～ 8 時間以上あけまし ょ う 。 1℃下がれば解熱剤の効果があっ たと 考えて

く ださ い。

◦ 水分の補給を し っ かり と 行いまし ょ う 。

◦ 子ど も は発熱時にう わご と を よ く 言います。 声を 掛けたり 、 刺激を 与える と 覚醒し てし っ か

り 応答でき れば様子をみてよ いでし ょ う 。

３ 　 症状別チェ ッ ク リ スト と 対処法

熱が出た ら熱が出た ら

子ど も の場合に問題と なる「 発熱」 と は、 38 ℃以上を いいます。 体温は一日のう ち で

0.5 ～ 1 .0℃ほど 変動し 、 最も 低く なる のが明け方、 最も 高く なる のが夕方です。 子ども

は夕方に 37℃台後半の体温と なるこ と がよく あり ます。

◦ 高熱時は嫌がら な ければ頭、 首の両側、 わき の下、

太も も の付け根をおし ぼり などで冷やし まし ょ う 。

◦ 熱に気づいたら 、 3 0 分後にも 体温を 測り まし ょ う 。

◦ 経過を みるため、 朝昼夕 3 回は体温を測り まし ょ う 。

◦ 熱中症の対応

　 　 解熱剤は効果があり ません。 ぐ っ たり し ている 時

は重症なので、 すぐ に医療機関を 受診し まし ょ う 。
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急いで受診 の 目目 安

□ 熱のない（ 37 .5℃以下） けいれん

□ 生まれて初めてのけいれん

□ 生後 6 か月以下または 6 歳以上のけいれん

□ けいれんが 5 分以上続く か、 短く ても 繰り 返し ている

□ 片側（ 右側または左側） だけのけいれん

□ けいれんが止まっ ても 意識がない（ 呼んでも 、 刺激し ても 目が覚めない）

□ 手足を 動かさ ない

□ 手足の動き がおかし い

けいれん（ ひき つけ） を 起こ し たら

けいれんけいれん（ ひき つけ）（ ひき つけ） を起こ し たらを起こ し たら

けいれんは、 14 人に 1 人く ら いの子ども が経験する と いわれており 、 決し てまれなも

のではあり ません。 けいれんを 起こ し ている時は、 ガク ガク 体を 震わせたり 、 顔色が悪く

なっ たり 、呼びかけても 反応がなかっ たり と 、保護者にと っ て大変こ わいも のです。し かし 、

多く の場合は数分でおさ まり ます。 まずは落ち着いて対応し まし ょ う 。

解 説

◦ 5 分以上けいれんが続く 場合は、 すぐ に救急車を 呼びまし ょ う 。 救急車が来る ま では、 静か

に寝かせ、 呼吸の状態を 観察し まし ょ う 。

◦ 熱のないけいれん、 15 分以上続く けいれん、 けいれんが止まっ た後目が覚めないなどの場合

は、 脳炎や脳症、 てんかんなども 考えら れますのですぐ に受診し まし ょ う 。

◦ ほと んど の場合、 子ど も のけいれんは熱が出たと き に

起こ る 「 熱性けいれん」 で す。 短時間（ ５ 分以内） で

けいれんは止ま り 、 重症にな る こ と は多く はあり ま せ

ん。 まずは落ち 着いて、熱がある か、持続時間は何分か、

左右差がある かなどを観察し まし ょ う 。

◦ 解熱剤を 早めに使用し たり 、 ひんぱんに使用し ても 熱

性けいれんを 予防する効果はあり ません。

◦ 激し く 泣いた後に息を 止めて体を 突っ 張っ たり 、 全身

の力が抜けてし ま っ たり する「 泣入り ひき つけ」 を 起

こ すこ と があり ま す。 繰り 返すこ と が多いので すが、

自然に回復し 、 後遺症は残り ません。

◦ 意識が回復するまで必ず付き 添いまし ょ う 。

◦ 吐き 気があれば、 むせないよ う に体を 横に向けま

し ょ う 。

◦ 吐いた場合は嘔吐物やよだれを 拭き 取り まし ょ う 。
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急いで受診 の 目目 安

□ 生後 3 か月未満の乳児が熱を 出し て吐いた

□ 繰り 返し 吐いて、元気がなく 、ぐったり し ている

□ 嘔吐物に胆汁（ 黄緑色の嘔吐物） や血液（ 赤

黒い嘔吐物） がたく さ ん混じ っ ている

□ 頭を 強く 打っ た後、 24 時間以内に吐いた

吐いたら

次の項目があれば、 医療機関を受診し てく ださ い。

急いで受診 の 目目 安

□ 粘血便（ いちごジャ ムのよう な赤い便で血が混じ っ ている） が出る

□ 水分がと れない　 尿がでない □ 繰り 返し 下痢を し 、 元気がない

下痢を し たら

３
｜
４
３
｜
４

嘔吐は子ども によく ある症状です。 乳児では、 げっ ぷを すると き に少量のミ ルク を よく

吐き ます。 年長児ではかぜや胃腸炎で嘔吐するこ と が多いですが、 重い感染症や腸閉塞な

どの消化器官の異常、 糖尿病などの代謝の病気でも 嘔吐が起こ り ます。

下痢は便が軟ら かく なる 症状ですが、 程度が軽ければ心配のない場合が多いも のです。 母

乳を 飲んでいる 乳児は、 軟ら かい便が 1 日に 5、 6 回出る こ と は普通です。 血液が混じ っ て

いたり 、下痢便の量や回数が普段に比べ極端に多かっ たり 、熱や嘔吐を伴う 場合は要注意です。

吐い た ら吐い た ら

下痢を し た ら下痢を し た ら

解 説

◦ 高熱があっ て吐き 続けている 場合には、 髄膜炎や脳炎が考えら れる ので受診が必要です。

◦ 嘔吐が続く と 脱水症になる こ と があり ます。 う と う と し ている 場合は重症と 考えら れます。

◦ 血液や胆汁を 吐いている時は、腸から の出血や腸閉塞などの重い疾患である可能性があり ます。

◦ 事故などで頭を 強く 打っ た場合は、 落ち 着いている よ う に見えても 入浴やシャ ワーは控え、 1、

2 日は様子を 観察し てく ださ い。 頭を 強く 痛がっ たり 、 嘔吐し たり 、 発熱し た場合は、 頭蓋

内出血の恐れがあり ますので受診が必要です。

◦ 嘔吐に続いて下痢を し たり 、 お腹を 痛がっ たり する 場合は、 ウイ ルスや細菌によ る 胃腸炎が

ほと んどです。 機嫌が良く て元気のある 時は、 吐かない程度に経口補水液で少し ずつ水分を

取ら せ、 家庭で経過を観察し まし ょ う 。

◦ 水分補給の方法

◦ 吐いたら むせないよ う す

ぐ ふき 取り 、 口を すすぎ

まし ょ う 。

◦ 嘔吐物のにおいが残ら な

いよ う 着替え さ せ、 空気

を入れ換えまし ょ う 。

◦ 嘔吐物はいつ食べたも の

か確認し まし ょ う 。

◦ 吐き 気があれば、 う つぶ

せか横向き にし まし ょ う 。

嘔吐し た

5 ～1 0 分待っ て 5 ㎖程度の少量から

経口補水液を 5 分おき に与える
目安はテ ィ ース プ ーン

１ 杯またはペッ ト ボト ル

のキャ ッ プ 3 /4 程度

それでも 吐く
重症で な け れば経口

補水液を5 ㎖程度、5 分

おき に与え続ける

重症なら すぐ 受診

嘔吐が治まっ た
与える量を 5 0 ～

1 0 0 ㎖に徐々に

増やす

上記解説や

p16 参照
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急いで受診 の 目目 安

□ 不機嫌で 30 分以上泣き 止まなかっ たり 、 泣いてはおさ まり また泣く こ と を繰り 返す

□ 便に血液が混じ っ ている

□ おなかが硬く 張っ ている

□ おむつをはずすと 、 股の付け根や陰
いんのう

嚢が膨ら んでいて小さ く なら ない （ そけいヘルニア）

□ 顔色が悪く 、 痛みで歩く のが困難

□ 嘔吐を 繰り 返し 、 嘔吐し たも のに血液、 胆汁（ 黄緑色） が混じ っ ている

□ お腹を 強く 打っ た後に、 お腹を 痛がる

お腹を 痛がっ たら

下痢を し たら

お腹を 痛がっ たらお腹を 痛がっ たら

子ども がお腹を 痛がるこ と はよく あり ます。 ちょ っ と 気持ちが悪いだけと いう 軽い痛み

から 、 こ ろ げ回るよう な強い痛みまで、 痛みの強さ やその原因はさ まざまで診断が難し い

こ と があり ます。

解 説

◦ 便に血が混じ っ て、 腹痛が強い時は重症の可能性が

あり ます。

◦ 尿の出方が少なく なり 、 元気がなく てぐ っ たり と し

ている 場合は、脱水症状が考えら れます。下痢の回数、

量、 嘔吐の有無、 尿量、 水分がと れている かど う か

などの情報が診療に役立ち ます。

◦ 元気があり 、 水分も と れる 時は重症である 可能性は

少なく なり ま す。 少し ずつ経口補水液など の水分を

と ら せて、 翌日かかり つけ医を 受診し てく ださ い。

◦ 嘔 吐、 下 痢 の 時 は、 冷 た

い も の・ 炭 酸 飲 料・ 柑 橘

系ジ ュ ース は禁止で すが、

　 食事を まっ たく 食べないと

　 かえっ て 体調が悪く なり ま

す。 子どもが飲んだり 食べた

り できるのなら、 母乳、 おか

ゆ、 う どん等消化の良いもの

を少し ずつ与えてく ださ い。

解 説

◦ 3 歳未満では、 自分でお腹が痛いと 訴えら れないので注意が必要です。

◦ そけいヘルニアは乳児に多く みら れ、 腸の一部がそけい部（ 股の付け根） に出てく る 疾患で、

手術が必要になる 場合も あり ます。

◦ お腹を 強く 打っ た後に腹痛を 訴える 場合は、 比較的元気でも 肝臓、 膵臓など の腹部の臓器が

傷んでいる こ と があるので注意が必要です。

◦ 便秘だけでも 強く 腹痛を 訴える こ と があり ます。 1 ～ 2 日排便がなく 腹痛以外に症状がほと

んどない場合は、浣腸で良く なるこ と があり ます。また、毎日排便があっ ても 徐々に便がたまっ

て痛く なる 便秘も あり ますし 、 う さ ぎの便の

　 よ う にかたいこ ろ こ ろ し た便が出ている場合

　 は、 慢性の便秘の場合があり ます。

◦ 学童期には、 盲腸（ 虫垂炎） が増えます。

◦ 排便で治るこ と があり ます。 ト イ レ

へ行かせてみまし ょ う 。

◦ 排便が 1 ～２ 日なければ浣腸をし て

みまし ょ う 。
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急いで受診 の 目目 安

□ 呼吸が苦し そう にみえる

□ ゼーゼー、 ヒ ュ ーヒ ュ ーと いう 呼吸の音が聞こ える

□ 顔色が悪く 、 口の周り が青白く なっ ている

□ 激し く 咳き 込む

咳き 込んだり 、 ゼーゼーし たら

咳き 込んだり 、 ゼーゼーし たら咳き 込んだり 、 ゼーゼーし たら

咳は、 口から 肺への空気の通り 道（ 気道） にゴミ が入っ たり 、 痰
たん

がから んだり し た時に

それら の異物を出し て気道をき れいにする体の反応です。 様々な原因で咳が起こ り ますが、

鼻水と 咳がでると きは、 ウイルスが原因のかぜによるこ と が多く 、 通常は１ ～２ 週間で自然

に改善し ます。 一方、 ゼーゼーする呼吸は「 喘鳴（ ぜんめい）」 と 言われるも のですが、 何

ら かの原因で気道が細く なっ て空気が通り にく く なっ た状態で、一般的には治療が必要です。

解 説

◦ 呼吸が苦し く なる と いろ いろ な症状が現れます。

　 ①呼吸数が速く なる 　

　 　 目安は以下のと おり です。

年齢 ２ か月未満 ２ ～ 1 2 か月 １ ～５ 歳 ６ 歳以上

呼吸数（ 数 / 分） 6 0 回以上 5 0 回以上 4 0 回以上 3 0 回以上

　 ②たく さ ん空気が吸い込める よ う 鼻の穴を ピ ク ピ ク と 広げて呼吸し ている

　 ③息を 吸う 時に胸がペコ ペコ へこ んでいる

　 ④肩を 上下さ せて一生懸命呼吸し ている

　 ⑤苦し く て寝ていら れず、 体を 起こ し て呼吸し ている

◦ 子ども が気管支喘息と 診断さ れている 場

合は、 発作時の対処方法を かかり つけ医

に聞いておき まし ょ う 。 改善し ない場合

は、夜間でも 受診し た方がよいでし ょ う 。

◦ 急に激し く 咳き 込んだ時は、 気管内に異

物（ ピ ーナッ ツ やおも ち ゃ のかけら など）

を 吸い込んだ可能性も あり ますので注意

が必要です。

◦ 息づかい、 顔色、 発汗の様子を 観察し まし ょ う 。

◦ 体を 起こ し て寄り かかるなど楽な姿勢にし まし ょ う 。

◦ 脱水になる と 痰
たん

の粘り 気が強く なり 、 呼吸が苦し く なり

ます。 こ まめに水分を 補給し まし ょ う 。

◦ 部屋の湿度を 保ちまし ょ う 。

・ 顔色が蒼白

・ 痰がから む

・ 鼻がぴく ぴく

・ 唇が紫色

　（ チアノ ーゼ）

・ 肩があがる

たん

鎖骨の上

胸骨の上

肋間

みぞおち

呼
吸
時
に
へ
こ
む
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□ 少し 盛り 上がっ た赤い発疹が

全身に出てかゆみが強い

□ 呼吸が苦し そう 　 ゼーゼーす

る呼吸音が聞こ える

□ 圧迫し ても 消えない赤い斑点

（ 出血斑や紫斑） がたく さ ん

出ている

発疹が出たら

急いで受診
の 目目 安

急いで受診 の 目目 安

□ 鼻血が止まら ない

□ 顔色が悪い

□ 血液を 大量に吐く こ と を 繰り 返す

□ 家系に出血し やすい人がいる

鼻血が出たら

発疹が出た ら発疹が出た ら

鼻血が出た ら鼻血が出た ら

◦ 鼻血を 止める 方法： 座っ て下

を 向かせ、 小鼻全体を 左右か

ら つまんで鼻で呼吸ができ な

い状態で 安静にし 、 1 5 分程

度持続的に圧迫し まし ょ う 。

子ども にみら れる皮膚の異常には、 いろ いろ なも のがあり ます。 多く は重症のも のでは

あり ませんが、 時に緊急の治療が必要なこ と も あり ます。 呼吸の様子がおかし い、 高熱が

ある、 意識がおかし いなどの皮膚以外の症状がある場合は要注意です。

鼻の粘膜には、 細い血管がたく さ んある ので、 ちょ っ と し た傷などでも よく 鼻血が出ま

す。 無意識に鼻を いじ っ て、 鼻血を 繰り 返し たり 、 鼻の中に小さ なおも ちゃ などの異物が

入り 出血するこ と も あり ます。

解 説
◦ アレ ルギー反応に伴う 発疹と し て、 食物や虫刺さ れな

ど によ る じ んま 疹があり ま す。 多く の場合はあわて

る こ と はあり ま せんが、 アナフ ィ ラ キシ ー（ ひど い

アレ ルギー反応） は、すぐ に治療するこ と が必要です。

食物ア レ ルギーのある 子ど も で、 原因と な る 食物を

食べた後、 全身の発疹と 呼吸困難が急に出現し た場

合は重症です。 すぐ に救急車を 呼んでく ださ い。

◦ 出血斑（ 紫斑） は血管から 血液が漏れ出た状態で圧

迫し ても 赤みが消えず、 出血し やすい病気の可能性

があり ます。

◦ 色々な感染症（ 水痘、 風疹、 溶連菌感染症、 手足口病、

突発性発疹等） で 発疹が出ま す。 大部分は、 急を 要

する 病気で はあり ま せん。 翌日、 かかり つけ医を 受

診し 病気の経過について説明を 受けまし ょ う 。 スマー

ト フ ォ ンなどで写真を 撮っ ておく と よ いでし ょ う 。

解 説

◦ 上を 向かせる と 鼻血がのどに流れて咳を し たり 、

飲み込んで吐いたり する ので、 下を 向かせます。

◦ ごく まれに、 血液疾患のために出血し やすい子ど

も がいます。 こ の場合はなかなか止血し ません。

◦ アナフ ィ ラ キシーが疑われる と き

は、 静かに寝かせて足を あげ、 救

急車を待ちまし ょ う 。（ P1 4 参照）
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急いで受診 の 目目 安

□ 意識がない　 目つき がおかし い

 ぐ っ たり し ていて元気がない

□ けいれんし ている

□ 耳や鼻から 血液や透明の液体が

 も れ出ている

□ 何回も 続けて吐いてし まう

□ 頭痛を 強く 訴える　

□ 打っ た部分がへこ んでいる

 出血し ている

頭を 打っ たら

急いで受診

の 目目 安

□ ひどく 痛がる

□ 耳の後ろ が赤く はれて

 　 痛がる

耳を 痛がっ たら
子ども が耳を 痛がる こ と はよく あり ます。 中耳炎が最も 多い痛みの原因です。 耳のあな

に小さ な異物が入っ ても 耳を 痛がり ます。 耳の痛みを 言い表せない乳幼児は、 泣いたり 不

機嫌になっ たり し て耳の痛みを 訴えます。

頭を 打っ た ら頭を 打っ た ら

◦ はれていれば冷やし まし ょ う 。

◦ 出血はタ オルで圧迫し まし ょ う 。

歩き 始める こ ろ の子ども はよく 転び、 頭を 打つこ と があり ますが、 多く の場合は特に問

題になり ません。 心配なのは、 強く 頭を 打っ た場合で、 頭の中で出血し 手術が必要になる

こ と も あり ます。

解 説

◦ 耳や鼻から 血液や透明の液体がも れ出

し ている 場合は、 頭蓋骨が骨折し 、 頭

の中に出血があっ たり 、 脳脊髄液がも

れ出ている 可能性があり ま す。 すぐ に

救急車を 呼んでく ださ い。

◦ 頭を 打っ た後、 大き な声で泣き 、 その

後は普段と 同じ よ う に元気が良く なっ

たら 、 まず大丈夫と 考えてよ いです。

　 た だ し 、 頭を 打っ た 直後は元気で も 、

後から 症状が現れる こ と も ま れにあり

ま す。 1、 2 日の間は意識がお かし く

な いか、 機嫌・ 顔色は悪く ないか、 急

に吐いたり し ていないかなど に注意し

てく ださ い。

◦ 血圧が上がり 頭痛がおこ る など 状態が

悪化する 可能性があり ま すので、 頭を

打っ た日はな る べく 安静にし 入浴はや

めておき まし ょ う 。

耳を 痛がっ た ら耳を 痛がっ た ら

解 説

◦ 耳の痛みだけなら 、 子ども 用の解熱剤（ 痛み止め

にも なり ます。） を 使っ て様子を見まし ょ う 。 たと

え中耳炎でも 、 翌日にかかり つけ医を 受診すれば

大丈夫です。

◦ 耳の下がはれている 場合は、 おたふく かぜの可能

性があり ますが、 翌日かかり つけ医を 受診すれば

よいでし ょ う 。
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急いで受診 の 目目 安

□ 石油製品を 飲んだ（ 灯油、 ベンジン、 シン ナー、 除光液など）

□ 強い酸やアルカ リ 物質を 飲んだ（ 硫酸、 塩酸、 漂白剤、 ト イ レ 用洗剤）

□ 電池を 飲んだ

□ 2 つ以上の磁石を 飲んだ

□ タ バコ を 2cm 以上食べた

 　 吸がら が入っ ている水を 飲んだ

誤飲を し たら

誤飲を し た ら誤飲を し た ら

◦ 灯油、 ベンジン等揮発性のも のや漂白剤、 強い酸性のも の、 アルカ リ 性のも のなどは

吐かせてはいけません。 逆流時に肺や食道等を いためる場合があり ます。

乳児は生後 5 か月を過ぎると 活動の範囲が広がり 、 なんでも 口に入れるよう になり ます

ので、 異物を 誤飲する こ と が多く なり ます。 家庭では、 子ども の手の届く と こ ろ に口に入

る大き さ のも のを 置かないよう にし まし ょ う 。 また、 両親の実家など、 普段子ども が居な

い場所に行く と き は、 子ども にと っ て危険な環境でないこ と を確認するこ と が必要です。

毒 性 が 強 い

すぐ に治療が必要

漂白剤、 ト イ レ用洗剤、 灯油、 ガソ リ ン、 ベンジン、 シンナー、 マニュ キア除光液、

殺鼠剤、 農薬、 乾燥剤（ 酸化カ ルシウム）、 ボタ ン型電池（ リ チウム）

毒 性 あ り

治療が必要

防虫剤（ ナフ タ リ ン、 ショ ウノ ウ）、 化粧水（ 香水、 ヘアト ニッ ク ）

ボタ ン型電池（ アルカ リ ）

少量では問題ない タ バコ 、台所用中性洗剤、防虫剤（ パラ ジク ロロベンゼン）、乾燥剤（ 塩化カ ルシウム）

中毒になら ない 乾燥剤（ シリ カ ゲル）、 イ ンク 、 口紅、 蚊取り 線香、 蚊取り マッ ト 、 入浴剤

 

解 説

◦ 医療機関を 受診する 時は、 何を 飲ん

だ かわかる も の（ ビ ン、 箱、 添付文

書など） を 持っ ていき まし ょ う 。

◦ 大人の親指と 人差し 指で作る 輪よ り

小さ いも のは誤飲の危険があり ます。

◦ 緊急度を 判断する 目安

【 参　 考】

　 中毒1 1 0 番 （ 公財）日本中毒情報センタ ー

　 ◆ 大 阪 中 毒1 1 0 番（ 3 6 5 日 2 4 時間）
　  　 0 7 2 -7 2 7 -2 4 9 9

　 ◆ つ く ば中毒1 1 0 番（ 3 6 5 日 2 4 時間）
　  　 0 2 9 -8 5 2 -9 9 9 9

　 ◆ た ばこ 誤飲事故専用電話（ 3 6 5 日 2 4 時間）
　  　 0 7 2 -7 2 6 -9 9 2 2 … 自動音声応答による 情報提供

酸 アルカ リ

吐かせては

いけません

乳幼児の最大口径乳幼児の最大口径

39㎜39㎜

灯　

油

灯　

油

ベ
ン
ジ
ン

ベ
ン
ジ
ン

シ
ン
ナ
ー

シ
ン
ナ
ー

漂
白
剤

漂
白
剤

ピンポン玉と ほぼ同じ 大き さピンポン玉と ほぼ同じ 大き さ
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急いで受診 の 目目 安

□ やけどの部分が白も し く は黒く なっ ている （ 深いやけど）

□ 水ぶく れができ ていて、 範囲が子ども の手のひら 以上の広さ がある

□ 顔や性器のやけど

急いで受診 の 目目 安

□ 突然咳き 込んでゲーゲーする □ のどを 押さ えて苦し がる

□ のどから ヒ ュ ーヒ ュ ーと 音がする □ 顔色がみるみる悪く なる

のどに物が詰まっ たら

応 急 処 置

やけ ど を し た らやけ ど を し た ら

① 背部叩打法 ② 腹部突き 上げ法

手の付け根で両側の

肩甲骨の間を４ ～５

回たたく 。

背後から 両手で抱き

かかえ、 へその上を

手前上側に圧迫する

よう に突き 上げる 。

① 背部叩打法 ② 腹部突き 上げ法

腕ま たは膝の上にう

つぶせにし 、 頭を 下

げて 背中の真ん中を

手の平で強く たたく 。

①で 除去でき なければ、 あ

お む け に し 、 胸 骨圧 迫 の

要領で ４ ～５ 回圧迫する。

（ P1 8  図２  胸骨圧迫を参照）

やけどの多く は熱湯によるも のです。 軽症の場合が多いのですが、やけどの範囲や場所、

やけどの深さ で重症度が違います。 コ ンセント の延長コ ード を 口の中に入れて電気的なや

けどをおこ すこ と も あり ます。

のど に物が詰ま っ たら （ 窒息）のど に物が詰ま っ たら （ 窒息）

子ども の窒息事故に気付いたら 、 すぐ に救急車を 要請し まし ょ う 。 到着

するまで応急処置を行っ てく ださ い。 おも ちゃ 、ナッ ツ類、ミ ニト マト など、

子ども がのどに詰まら せやすいも のに気を付けまし ょ う 。

解 説

◦ 意識があっ ても なく ても 、 すぐ に救急車を 呼びまし ょ う 。

◦ 意識がない場合は、 すぐ に救急蘇生を 行います。（ P17、 18「 救急蘇生を 行う 時は」 参照 )

◦ 意識がある 場合は、 咳を さ せて異物が出るか試し ます。 出なければ①と ②を 交互に繰り 返し まし ょ う 。

１ 歳

未満

１ 歳

以上
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急いで受診 の 目目 安

アナフ ィ ラ キシーを 起こ し たら

□ 全身に蕁麻疹が出て顔が腫れる □ 呼吸が荒く て苦し そう 　

□ 顔色が悪く 、 ぐ っ たり し ている □ 強い腹痛や嘔吐が続く

やけど を し たら

ア ナフ ィ ラ キシ ーを 起こ し たらア ナフ ィ ラ キシ ーを 起こ し たら

◦ 体を起こ し たり 、 自分で歩かせたり し てはいけません。 脳に流れた血液（ 酸素） が少

なく なっ て、 意識を 失う こ と があり ます。

◦ 吐き 気・ 嘔吐がある場合は、 寝かせて体と 顔を 横に向けてく ださ い。

◦ 呼吸が苦し く 、 あお向けになれない場合は、 上半身を起こ し 後ろ に寄り かから せてく ださ い。

ア ナフ ィ ラ キシーはア レ ルギー反応のひと つで、 短時間に激し いア レ ルギー反応が現れる

こ と を 言います。 時には生命を 脅かす危険な状態になる こ と も あり ます（ アナフ ィ ラ キシー・

ショ ッ ク ）。 皮膚・ 粘膜症状（ 蕁麻疹、顔の腫れなど）、 呼吸器症状（ 咳、喘鳴（ ゼーゼー） など）、

循環器症状（ 血圧低下など）、 神経症状（ 元気がない、 ぐ っ たり する、 失禁など） が出ます。

解 説
◦ 上記のよう な症状があると き は、 アナフ ィ ラ キシーの可能性

が高いので救急車を 呼びまし ょ う 。 全身の血管の緊張がゆる

み、 心臓にかえっ てく る 血液量が減る ので、 体を 横にし て足

を 上げ安静にし ます。 アド レ ナリ ン自己注射薬（ 医療機関で

処方が必要） を持っ ている方はすぐ 使いまし ょ う 。

◦ アナフ ィ ラ キシーの主な原因は、 食べ物（ 鶏卵、 牛乳、 木の実など）、 医薬品（ 造影剤など）、 食物

依存性運動誘発アナフ ィ ラ キシー、 昆虫（ スズメ バチ、 アシナガバチなど） と 報告さ れています。

◦ ハチに刺さ れて毒針が残っ ている時は、 毛抜き などで取り 除き ます。 刺さ れた場所の発赤と 腫脹だ

けなら 普通は心配いり ませんが、 赤みが広がり 、 腫れ・ 痛みが強く なるよう であれば医療機関を 受

診し てく ださ い。 ハチ刺さ れは、 ２ 回目以降に症状が強く なる場合があるので注意が必要です。

解 説

◦ 受診する 前に、 水道水を 流し っ ぱな し にし て 15 分程度冷やし て

く ださ い。 でき れば服を 脱がせて、 赤く なっ ている 部分を 冷やし

まし ょ う 。 水ぶく れは破ら ないよ う に注意し まし ょ う 。

◦ バーベキュ ーの炎や油によ る やけど で、 深いやけど になる と 皮膚

が白も し く は黒く なるこ と があり ます。 すぐ に受診し てく ださ い。

◦ やけど が広範囲の場合は冷やすと 低体温になり ま すので、 清潔な

シーツ でおおっ てから 毛布を かけ保温し て救急車を 呼びまし ょ う 。

◦ 顔や性器のやけど は、 程度が軽そう に見えても 、 その後悪く なる

こ と がある ので医療機関を 受診し まし ょ う 。

◦ ホッ ト カ ーペッ ト 、あんか、カ イ ロ などでは「 低温やけど」（ 症状が見た目にはわかり にく かっ

たり 、 痛みを 感じ にく いこ と がある ので、 軽症と 勘違いし てし まいがち です。） を 起こ すこ と

がある ので注意が必要です。
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□ 頭痛、 吐き 気、 嘔吐

□ 意識がない、

　  反応がおかし い、

　  ぐ っ たり し ている

□ けいれんがある

□ 水分がと れない

□ 汗がでなく なる

熱中症

急いで受診

の 目目 安

４ 　 救急車を呼ぶ時は

119 番に電話する と 消防署から 次のよ う に聞かれます。

落ち 着いてはっ き り と 答えてく ださ い。

◦ 火事ですか、

　 救急ですか

◦ どう し まし たか

◦ 住所と 名前は

◦ 電話番号は

◦ 目標になる も のは

◦ 救急です

◦ 子ども のけいれんが
　 止まり ません

◦ 長野市○町 112

◦ 長野　 太郎です

◦ 026 ― 000 ― 0000

◦ 近く に○公園があり ます

◦ 汗や体温、 顔色や泣き 方など、 子ども の様子を気にかけまし ょ う 。

◦ 水分を 多めにと り まし ょ う 。

　 応急処置と し て、 まず、 涼し い場所に移動し 寝かせまし ょ う 。 次に、 服をゆるめ、 首、

わき の下、 頭、 太も も の付け根など を 保冷剤や濡れタ オルで冷やし、 う ち わなど で

あおいであげまし ょ う 。 同時に経口補水液や少量の糖分や塩分を 含んだイ オン 飲料

などを 与えまし ょ う 。

◦ 暑い日は、 メ ッ シュ 素材など 熱のこ も ら ない素材や薄い色の衣服を 選び、 外出時は

日光を 遮る帽子を身につけまし ょ う 。

子ども は、 体温調節機能が未発達です。 特に汗をかく 機能が未熟で、 体に熱がこ も り やすく 、

体温が上昇し やすく なり ます。 また、 身体が小さ いので、 地面に近い所で過ごすこ と が多く 、

地表から の熱を受けやすく なり ます。 そのため、 主に初夏から 夏にかけて熱中症が起こ る心配が

あり ます。 症状は急に進むこ と も あり ますので、心配な時は早めに医療機関を受診し てく ださ い。

解 説

◦ 汗を かかなく なる 、 元気がなく なる 、 ふら ふら し て

いる 、 顔色が赤く （ 青く ） なる 等は熱中症を 疑う サ

イ ン です。こ のサイ ン が見ら れたと き は、「 水分補給」

と 「 冷やす」 こ と を 心掛けまし ょ う 。

◦ 気温や湿度が高い真夏に起こ り やすいですが、 急に

気温が上昇し た日など、 真夏でなく ても 起こ るこ と が

あり ます。 予防が大切なので、 水を こ まめに飲ませ

たり 、 服装に注意し たり 、 涼し い場所で適度に休憩

する などの配慮をし まし ょ う 。

◦ 外部環境から 過度の熱が加わる 場合や、 体から の熱

が外に出せない場合に起こ り やすく なり ます。 その

た め、 自動車の車内な ど 暑い環境で 長時間過ご す

こ と がないよ う にし まし ょ う 。

暑さ でぐ っ たり し ていたら （ 熱中症）暑さ でぐ っ たり し ていたら （ 熱中症）

救急車の呼び方
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顔

胸

手足

頭

おなか

●頭を痛がっ て、

　 けいれんがある

●頭を強く ぶつけて

　 出血がと まら ない、

　 意識がない、

　 けいれんがある

●激し い下痢や嘔吐で
　 水分が取れず
　 食欲がなく 意識が
　 はっ き り し ない

●激し いお腹の痛みで
　 苦し がり 、 嘔吐が
　 止まら ない

●便に血がまじ っ て
　 ぐ っ たり し ている

●く ち びる の色が

　 紫色で、 呼吸が弱い

●激し い咳やゼーゼー

　 し て呼吸が苦し く 、

　 顔色が悪い

●手足が硬直し ている

救急車を呼ぶ時は救急車を呼ぶ時は

こ んな時は救急車を 呼んでく ださ い。

意識の障害意識の障害

◦ 意識がない（ 返事がない）

　 又はおかし い

　（ も う ろ う と し ている ）

けいれんけいれん

◦ けいれんが止まら ない

◦ けいれんが止まっ ても 、

　 意識がも どら ない

飲み込み飲み込み

◦ 変なも のを 飲み込んで、

　 意識がない

じ んまし んじ んまし ん

◦ 虫に刺さ れて、

　 全身にじ んまし ん

が出て、 顔色が悪

く なっ た

やけどやけど

◦ 痛みのひどいやけど

◦ 広範囲のやけど

事故事故

◦ 交通事故にあっ た

　（ 強い衝撃を 受けた）

◦ 水におぼれている

◦ 高所から 転落

う まれて３ か月未満の乳児う まれて３ か月未満の乳児

◦ 乳児の様子がおかし い

　 ◎その他、 いつも と 違う 場合、 様子がおかし い場合　 ◎その他、 いつも と 違う 場合、 様子がおかし い場合

ためら わず救急車を呼んでほし い症状： 小児（ 15 歳未満）

こ んな症状がみら れたら 、 ためら わずに 119 番に連絡し てく ださ い！

重大な病気やけがの可能性があり ます。
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５ 　 救急蘇生を行う 時は　

子ども の呼吸や心臓の動き が悪く なり 、 呼吸停止や心肺停止になっ たと き はただちに救

急蘇生【 胸骨圧迫（ 心臓マッ サージ） と 人工呼吸】 が必要です。

大声で呼びかけても 反応がなく 、 ぐ っ たり し ている

A E D （ 電気ショ ッ ク による救命装置） 依頼

気道を 確保し 、 呼吸状態を把握する

安静にし 、

救急車の

到着を 待つ

呼吸し ている

呼吸し ていないか

呼吸し ている かどう か判断でき ない

胸骨圧迫（ 心臓マッ サージ） を開始

　 ●強く 【 成人では 5 ～ 6 cm の深さ 。 小児では胸の厚さ の約 1 /3 】

　 ●早く 【 1 0 0 ～ 1 2 0 回 / 分のテンポで】

　 ●絶え間なく 【 中断は最小限にする 】

　 ●胸骨圧迫 3 0 回ごと に２ 回人工呼吸を加える

AED が到着し たら

A E D を 使用　 必要であれば A E D 使用をく り 返す

救急隊に引き 継ぐ まで、 心肺蘇生を 絶え間なく 続ける 。

咳き 込みや払いのける 動作があれば中止する 。

応援を 呼ぶ 1 1 9 番通報

・ 胸が動いている か

・ 呼吸する 音が聞こ える か

・ はく 息を 感じ る か

胸骨圧迫 30 回 人工呼吸 2 回→ → 胸骨圧迫 30 回 人工呼吸 2 回→ → ３ ～５ サイクル

１ サイ ク ル

５ サイ ク ルを ２ 分間で実施

２ サイ ク ル

図２

図３

図４

図 1

人工呼吸を 開始

　 ●乳　 　 児　 口と 鼻を 大人の口でおおい、 息を ふき こ む。 胸が膨ら むこ と を 確認

　 ●１ 歳以上　 おでこ に当てた手の指で鼻を つまみ、 口から 息を ふき こ む（ １ 秒程度）
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図２

図３

図 4

胸骨圧迫（ 心臓マッ サージ）

人工呼吸

A ED の使用方法

新生児・ 乳児 小　 児 ６ 歳以上

乳児

小児用パッ ド の貼り 方

（ 胸と 背中）

成人用パッ ド の貼り 方

（ 鎖骨下と 脇下５ ～８ ㎝）

１ 歳以上

心電図の解析　 機械が自動で解析。 電気ショ ッ ク は必要か ?

電気ショ ッ ク １ 回

その後直ちに胸骨圧迫と 人工呼吸を再開（ ５ サイ ク ル）

直ち に胸骨圧迫と 人工呼吸を 再開

（ ５ サイ ク ル）

必要なし必要あり

AED の使用（ 電源を入れ、 電極パッ ド （ 小児用パッ ト があれば、 こ れを使用） を装着）

※消防署では、 心肺蘇生法、 AED 使用方法の救命講習会を 行っ ています。

　 詳し く は、 最寄の消防署までお問い合わせく ださ い。

口： 口鼻

小児用 成人用

口： 口

※こ のガイ ド ブッ ク の内容は、 あく までも 目安であり 、 一般的な内容と なっ ています。

「 子ども の救急・ 急病ガイ ド ブッ ク 」

平成 2 8 年 7 月　 初版 発行

平成 3 1 年 4 月　 改訂

令和 ２ 年 4 月　 改訂

令和 5 年 4 月　 改訂

令和 7 年 4 月　 改訂

監修　 長野市医師会　 更級医師会　 長野市

編集　 長野市小児科医会

発行　 長野市



緊 急 医 の ご 案 内

〈 夜間小児救急電話相談〉

〈 小児夜間救急診療〉

　 ※受診前に必ず電話で医療機関へお問い合わせく ださ い。

■長野市民病院・ 医師会急病センタ ー
　 　 診療科目　 内科・ 小児科・ 外科系 ℡ 026-295-1291 （ 急病センタ ー専用）

■厚生連南長野医療センタ ー篠ノ 井総合病院・ 医師会急病セン タ ー
　 　 診療科目　 内科・ 小児科系

　 　 　 　 　 　 　 平日 午後 7 時～午後1 0 時3 0 分 ℡ 026-293-9914 （ 急病センタ ー専用）

　 　 　 　 　 　 　 上記以外の時間帯  ℡ 026-292-2261 （ 代表）

■厚生連長野松代総合病院急病センタ ー
　 　 診療科目　 内科・ 小児科系  ℡ 026-278-2031 （ 代表）

緊急医の確認方法
①主な新聞紙面

② NHK 総合テレ ビ ・ チャ ンネル INC　 テレ ビ のデータ 通信で緊急医を 案内し ています。

③各医師会、歯科医師会等ホームページ（ 長野市ホームページから も リ ン ク し ています。）

　 子ども の夜間のケガや急病等の際、 保護者の方々が対処に戸惑う 時や、 医療機関を受診すべき か

どう か判断が難し い時に、 応急対処の方法や受診の要否等について、 看護師などが助言を行います。

□ 相談対 応者 小児科医の支援体制のも と 、 小児の医療相談に看護師などが相談に応じ ます。

□ 利 用 方 法 ダイ ヤル回線・ Ｉ Ｐ 電話の場合は、「 026-235-1818 」 へおかけく ださ い。

□ 留 意 事 項　 ・ 電話でお聞き し た内容に基づいた助言である ため、いわゆる「 診断」 と は異なり ます。
・ 電話が混み合っ て繋がり にく い場合があり ます。

緊 急 医 の ご 案 内緊 急 医 の ご 案 内

〈 小児夜間救急診療〉〈 小児夜間救急診療〉

〈 夜間小児救急電話相談〉〈 夜間小児救急電話相談〉

日曜・ 祝日の昼間日曜・ 祝日の昼間 急病になっ た場合 … 緊急医（ 診療時間は医療機関
により 異なり ます。 ）

夜間夜間 急病になっ た場合 … 急病センタ ー

長野県

小児救急電話相談
＃ 8 0 0 0

毎日　 午後 7 時～翌午前 8 時

（ 365日対応　 午後 7 時～翌午前 6 時）

（ 平日　 午後 7 時～午後10時）

■長野赤十字病院 救急外来 ℡ 026-226-4131 （ 代表）

　 　 小児科医が主に新生児・ 乳幼児（ ０ 歳～３ 歳未満） の急病に対応し ます。

平日　　　　　　　　　　　　　19時～翌朝８時まで
土日祝日及び年末年始　８時～翌朝８時まで


